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平成21年 平生町消防出初式

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■防災・防火について（Ｐ２～３）

■住民税の住宅ローン控除申告をお忘れなく（Ｐ４）

■町長室の窓（Ｐ５）

■町有地を先着順で売り払います（Ｐ６）

■まちの話題（Ｐ７～９）

■情報伝言板（Ｐ14～15）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel 0820（56）7120<企画課>

１月４日、平生町消防出初式が行われました。
町道桜町線では、消防団や自衛消防隊、女性防火クラブ、幼
年消防クラブの約３００人による観閲行進が行われ、消防車な
どの車両隊とともに、一致団結した姿を披露しました。
その後、町体育館での式典では、消防団員表彰などが行われ、
式典終了後は、大内川排水機場での一斉放水によって、県内市
町で最も早い出初式が締めくくられました。
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自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
ま
し
ょ
う
〜

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
ろ
う
！

〜

●
自
主
防
災
組
織
が
な
ぜ
必
要
な
の
？

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
公
共
の
防
災

機
関
は
総
力
を
あ
げ
て
応
急
対
策
を
行
い
ま

す
。
し
か
し
、
同
時
に
あ
ち
こ
ち
で
多
数
の

火
災
や
家
屋
倒
壊
が
発
生
す
る
と
、
す
べ
て

の
地
域
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
り
ま

す
。そ

の
よ
う
な
時
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
つ
ま
り
自
主
防
災
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
各
自
が
バ
ラ
バ
ラ
に
動
い

て
も
個
人
の
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
か
え
っ

て
危
険
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
の
時
こ
そ
、

と
な
り
近
所
の
人
と
協
力
し
あ
い
、
組
織
的

に
行
動
す
れ
ば
、よ
り
大
き
な
力
と
な
っ
て
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。

●
ど
う
い
っ
た
活
動
を
し
て
い
け
ば
い
い
の
？

◇
災
害
時
の
活
動

・
初
期
消
火
活
動

・
支
援
活
動

乳
幼
児
、
高
齢
者
、
身
体
の
不
自
由
な
人

な
ど
、
災
害
時
の
対
応
が
困
難
な
人
へ
の

支
援
活
動

・
避
難
誘
導

・
救
護
活
動

※
消
防
署
か
ら
、
消
火
・
救
護
の
指
導
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
普
段
の
活
動

・
防
災
関
連
の
ビ
デ
オ
上
映

自
主
防
災
組
織
の
ビ
デ
オ
を
観
て
、
自

主
防
災
の
必
要
性
を
認
識
し
て
防
災
の
知

識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

・
防
災
に
つ
い
て
の
会
議

今
後
の
活
動
方
針
や
災
害
時
に
ど
ん
な

活
動
が
で
き
る
か
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
連
絡
網
の
作
成

い
ざ
と
い
う
と
き
、
す
ぐ
に
連
絡
で
き

る
よ
う
に
整
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
防
災
訓
練
の
実
施

非
常
時
に
的
確
な
対
応
を
と
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
災
害
時
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
組
織
内
で

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

（
初
期
消
火
訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
、
救

出
・
救
護
訓
練
な
ど
）

※
複
数
の
自
主
防
災
組
織
で
訓
練
を
さ
れ

る
場
合
、
町
か
ら
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
防
災
巡
視
、
防
災
点
検
の
実
施

地
域
を
実
際
に
歩
い
て
点
検
し
、
危
険

箇
所
や
防
災
上
の
問
題
点
が
な
い
か
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

※
平
生
町
で
は
、
現
在
、
世
帯
数
で
８
割
、

自
治
会
数
で
７
割
の
自
治
会
に
お
い
て
、
自

主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
を
設
立
す
れ
ば
、
自
治
会
活
動
費

の
活
動
割
の
項
目
に
お
い
て
、
自
治
会
内
の

世
帯
数
に
応
じ
て
交
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１
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平
成
21
年

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

〜
火
の
用
心
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

「
火
の
し
ま
つ
　
君
が
し
な
く
て
　
誰
が
す
る
」３

月
１
日
日
〜
７
日
土

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

住
宅
火
災
に
よ
っ
て
死
に
至
っ
た
原
因
の
６
割
は
「
逃
げ
遅
れ
」
で
す
。
住
宅
用
火
災
警

報
器
は
、
煙
を
感
知
し
、
大
き
な
音
を
発
す
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
１
秒
で
も
早
く
知

ら
せ
、
迅
速
に
避
難
す
る
こ
と
を
促
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
住
宅
と
そ
の
設
置
場
所

◇
不
適
切
な
訪
問
販
売
に
注
意

防
火
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

■
問
合
せ
先

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
　
予
防
課
　
Tel
（
２
３
）
７
７
７
４

１．

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

２．

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い

３．

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

４．

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い

５．

子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

６．

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線
は
し
な
い

７．

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い

火
災
予
防
優
秀
作
品
展

●
日
時
　
２
月
28
日
土
〜
３
月
８
日
日

●
場
所
　
柳
井
市
南
町
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
柳
井
１
階

※
平
成
20
年
に
募
集
し
た
火
災
予
防
作
品
の
う
ち
金
賞
作
品
31
点
を
展
示
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課
　
Tel
（
５
６
）
７
１
１
１

新
築
の
住
宅

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

既
存
の
住
宅

平
成
23
年
６
月
１
日
ま
で
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
の
用
途
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も

の
が
す
べ
て
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
戸
建

の
専
用
住
宅
、店
舗
併
用
住
宅
の
住
宅
部
分
、

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
共
同
住
宅
の

住
宅
部
分
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
戸
建
住
宅

①
寝
室
に
使
用
す
る
部
屋
の
天
井
ま
た
は
壁

に
設
置
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
普
段
就
寝
し

て
い
る
部
屋
の
こ
と
で
、主
寝
室
の
ほ
か
、

子
ど
も
部
屋
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

②
寝
室
の
あ
る
階
の
階
段
の
踊
場
の
天
井
ま

た
は
壁
に
設
置
し
ま
す
。

③
全
く
寝
室
に
使
用
し
て
い
な
い
階
で
も
、

そ
の
階
に
居
室
（
７
m2

以
上
）
が
５
部
屋

以
上
あ
れ
ば
、
そ
の
廊
下
に
も
設
置
が
必

要
で
す
。

・
共
同
住
宅

①
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
共
同
住

宅
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
の
住
宅

の
み
が
、
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
個
人
の
住
宅
内
の
寝
室
に
使
用
す
る
部
分

の
天
井
ま
た
は
壁
に
設
置
し
ま
す
。な
お
、

共
用
部
分
で
あ
る
階
段
廊
下
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ホ
ー
ル
、
機
械
室
、
管
理
事
務
所
な

ど
に
つ
い
て
は
、
設
置
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
住
宅

用
消
火
器
な
ど
を
訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う
な
訪
問
販
売
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
消
防
職
員
の
よ
う
な
服
装
で
消
防
職
員

を
装
っ
て
販
売
。

・「
設
置
す
る
に
は
、資
格
が
い
り
ま
す
。」

と
言
っ
て
販
売
。

・「
警
報
器
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

今
す
ぐ
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。」

と
威
圧
的
に
販
売
。

※
「
あ
や
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
絶
対
に

押
印
・
サ
イ
ン
を
せ
ず
、
「
お
か
し
い

な
」
と
思
っ
た
り
、
被
害
に
あ
っ
た
り

し
た
時
は
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談

室
」
に
す
ぐ
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

Tel
０
１
２
０
（
５
６
５
）
９
１
１

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
　
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
午
後
０
〜
１
時
を

除
く
／
土
日
祝
祭
日
は
休
み
）

〜

地
域
の
み
な
さ
ん
と
消
防
の
つ
ど
い

〜

●
日
時
　
２
月
28
日
土

午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
柳
井
駐
車
場
（
柳
井
市
南
町
）

●
主
催
　
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

●
内
容

◇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

柳
井
地
区
広
域
消
防
音
楽
隊
演
奏
／
柳
井
消
防
署
装
備
品

展
示
／
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
演
技
　
ほ
か

◇
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

住
宅
用
火
災
警
報
器
展
示
／
防
炎
製
品
展
示
／
消
火
器
取

り
扱
い
体
験
／
煙
体
験
／
ぜ
ん
ざ
い
サ
ー
ビ
ス
（
先
着
２

０
０
名
）
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平成20年度から住宅ローン控除が住民税でも受けられます

住民税の住宅ローン控除申告をお忘れなく!!

給与所得者については、平成20年分源泉徴収票

の摘要欄に「住宅借入金等特別控除可能額」（※

１）が記載され、この金額が源泉徴収票の「住宅

借入金等特別控除の額」（※２）より大きい場合

に、住民税の住宅ローン控除の対象となります。

■控除対象となる人は？
平成20年度以降、住民税の住宅ローン控除の適用を

受けるためには、毎年申告が必要となります。

平成20年分の所得税から控除しきれない額が発生し

た場合は、3月16日までに、町役場税務課へ「市町村民

税道府県民税 住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出

してください。（平成21年度の住民税が減額されます。）

ただし、平成21年1月1日現在の住所が平生町でない

場合は、1月1日現在のお住まいの市区町村へ提出いた

だくことになりますのでご注意ください。（申告書は平

生町公式ホームページからもダウンロードできます。）

（※２）

（※１）

平成19年の税源移譲により、所得税が減額となり、所得税の住宅ローン控除額が減少する場合があります。

その場合、所得税から控除しきれなかった額は、申告により、翌年度の住民税から控除できます。（平成18年

末までに入居、所得税の住宅ローン控除を受けている人が対象。）

※他に申告する所得があるなど、確定申告をされる場合を除きます。

●申告書の提出方法
◎所得税の確定申告をされない人

申告書に源泉徴収票を添付し、町役場税務課へ提

出してください。（印章が必要です）

◎所得税の確定申告をされる人

所得税の確定申告書とともに税務署、または町役

場税務課の確定申告受付窓口へ提出してください。

（印章が必要です）

申告期限 平成21年３月16日

●対象となる人

次の全ての要件に該当する人

①前年中に公的年金の支払いを受けていること

②当該年度の４月１日において、国民年金法に基

づく老齢基礎年金等の支払い受け取り額が年

18万円以上であること

③当該年度の４月１日に65歳以上であること

④介護保険料が年金から天引きされていること

●特別徴収（天引き）される年金

国民年金法に基づく老齢基礎年金等

■問合せ先 町役場税務課　Tel（56）7114

地方税法の改正に伴い、平成21年10月から、年金受給者で対象となる人については、個人住民税が特別徴収

（年金から天引き）されることになります。

特別徴収される公的年金の種類および特別徴収の税額は、その年の６月にお届けする「町民税・県民税納税通

知書」によってお知らせします。

また、特別徴収が始まる年度の前半（６月、８月）までは、普通徴収となります。

●特別徴収（天引き）の対象となる個人住民税

公的年金などの年金所得に係る個人住民税のみと

なります。

※給与所得、不動産所得など他の所得がある場合、

これらの所得に係る個人住民税は、従来どおり、

特別徴収（給与からの天引き）または普通徴収

（納付書または口座振替）による納付となります。

◇公的年金：国民年金、厚生年金、共済年金などの

ことです。（老齢基礎年金等の老齢または退職を

支給事由とする年金）

個人住民税（町県民税）の
公的年金からの特別徴収（天引き）制度が始まります
平成21年度から

●所得税から控除しきれなかった住宅ローン控除額は、申告により住民税から控除されます



「
梅
は
寒
苦
を
経
て
、
清
香
を

発
す
」
と
言
い
ま
す
。
昨
年
来
、

米
国
発
の
金
融
危
機
と
不
況
の
寒

波
が
世
界
中
を
覆
い
、
日
本
列
島

も
す
っ
ぽ
り
と
“
冬
景
色
”
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。
急
速
に
悪
化
す

る
雇
用
環
境
の
中
、
仕
事
や
住
ま

い
を
奪
わ
れ
た
人
た
ち
の
姿
に
胸

が
痛
み
ま
す
。
自
然
界
の
み
な
ら

ず
、
こ
の
寒
苦
に
耐
え
て
お
ら
れ

る
方
も
多
い
だ
け
に
、
春
風
を
待

ち
わ
び
る
思
い
は
切
な
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
未
曾
有
の
経
済
危

機
は
、
単
な
る
景
気
循
環
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
米

国
流
の
経
済
、
金
融
モ
デ
ル
が
通

用
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
過
剰
消
費

の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
必
然
的
に
資

源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
問
題
を

引
き
起
こ
し
、
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
に

よ
る
金
融
バ
ブ
ル
は
拝
金
主
義
の

風
潮
を
蔓
延
さ
せ
、
人
心
の
荒
廃

を
招
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
市
場
万
能
の
競
争
至
上
主
義
は

一
部
の
勝
者
と
大
多
数
の
貧
困
層

を
生
み
、
格
差
社
会
を
出
現
さ
せ

ま
し
た
。
米
国
自
体
、
こ
の
課
題

解
決
を
オ
バ
マ
新
政
権
に
託
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

モ
ノ
を
ど
ん
ど
ん
生
産
、
消
費

し
て
儲
け
る
経
済
は
、
結
局
、

人
々
の
心
を
豊
か
に
し
、
幸
せ
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
温
暖
化
対
策

の
よ
う
に
、
消
費
や
排
出
量
を
抑

制
す
る
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
生
み
、
そ
れ
が
国
民
全
体
の

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
な
、
新
た

な
価
値
観
に
基
づ
く
、
経
済
原
理

と
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
が
注
目
し
て
い
る

の
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
懐
に
抱

か
れ
た
小
国
、
ブ
ー
タ
ン
で
す
。

私
が
訪
れ
て
も
う
20
年
近
く
な
り

ま
す
が
、
こ
の
国
は
現
在
、
一
般

的
に
使
わ
れ
る
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総

生
産
）
や
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生

産
）
に
変
わ
る
独
自
の
指
標
と
し

て
「
Ｇ
Ｎ
Ｈ
」
を
提
唱
し
て
い
ま

す
。
Ｈ
は
ハ
ピ
ネ
ス
の
Ｈ
で
、“国

民
総
幸
福
量
”
と
い
う
概
念
で
国

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
の
で
す
。

何
も
難
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
家

族
や
健
康
、
時
間
と
自
由
、
環
境

や
伝
統
文
化
、
富
の
公
平
な
再
分

配
な
ど
を
、
数
値
化
し
て
満
足
度

を
高
め
よ
う
と
す
る
試
み
で
す
。

こ
の
ブ
ー
タ
ン
は
日
本
の
５
千

分
の
１
程
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
す
が
、

平
成
17
年
の
英
国
に
よ
る
“
幸
せ

度
調
査
”
で
は
、
国
民
の
90
％
以

上
が
「
幸
せ
」
と
回
答
し
、
幸
せ

度
は
世
界
第
８
位
と
の
こ
と
。
北

欧
と
並
ぶ
「
幸
福
大
国
」
な
の
で

す
。（
ち
な
み
に
日
本
は
90
位
）

新
し
い
年
の
初
め
、
真
の
豊
か

さ
と
幸
せ
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

こ
と
も
、
い
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

「

幸

福

大

国

」
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

児童クラブは、保護者が就労など

で不在の家庭に代わって、小学校低

学年児童を下校後一定時間お預かり

するところです。

指導員が見守りながら、家庭で過

ごすのと同じように、宿題をしたり、

おやつを食べたり、友だちと遊んだ

りします。

●入会対象者

小学１～３年生で、下校後家庭外

労働や病気などで保護者不在の家

庭。（障害のある児童など入会が必

要と認められた場合は６年生まで）

●定員および開設場所

・平生児童クラブ

100人（平生中央児童館）

・佐賀児童クラブ

20人（佐賀保育園２階）

●開設日時

・４月１日～翌年３月31日

（日曜祝日および12月29日～１

月３日を除く）

授業終了後～午後５時30分

・土曜日および長期休業中

（春・夏・冬休み）

午前９時～午後５時30分

※就労時間や通勤の都合などで、延

長保育を希望の人は、午前８時

30分～午後６時までお預かりし

ます。

●負担経費 １カ月3,500円

（保育料2,000円、おやつ代1,500円）

●申込期限 ３月２日月

●申込場所

町役場健康福祉課こども班、

佐賀出張所

※必要書類（就労証明書など）は申

込場所にあります（町ホームペー

ジからダウンロードも可能）。

●その他

定員以上の申し込みがあった場

合、低学年・母子家庭・障害のある

児童から優先入会とし、３年生は抽

選とします。

■問合せ先

町役場健康福祉課 Tel（56）7115

・

・

・

・
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町
有
地
を
先
着
順
で
売
り
払
い
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
ご
案
内

昨
年
の
４
月
か
ら
、
下
松
市
の
Ｋ
ビ
ジ
ョ
ン(

株)

が
平
生
町
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
特
徴
と
、
現
在
行
わ
れ
て
い
ま
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

例）視聴放送局【ベーシックコース（月額2,100円）の場合】

テ
レ
ビ
放
送
を
一
括
し
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
が
受
信
し
、
専
用
ケ
ー
ブ
ル
（
有
線
）

を
通
じ
て
各
家
庭
に
映
像
を
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
で
す
。

地
上
波
放
送
（
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ナ
ロ
グ
）
や
衛
星
放
送
（
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
）、
自
主
制

作
番
組
な
ど
多
く
の
放
送
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問合せ先 Ｋビジョン(株) Tel0120（444）228（フリーダイヤル）
■申込み先 町内電器店もしくはＫビジョン(株)平生上関営業所

（平生プラザ内）Tel（56）7611

加入特典キャンペーン
◇キャンペーンは
３月31日まで

昨
年
12
月
か
ら
今
年
１
月
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
一
般
競
争
入
札
で
落
札
さ
れ
な
か
っ
た

町
有
地
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
売
却
価
格
を
提
示
し
て
先
着
順
で
購
入
者
を
決
定
す
る

「
先
着
順
売
払
い
」
に
よ
る
購
入
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

町
有
地
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課
　
Tel
（
５
６
）
７
１
１
１

平
生
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w

w
w
.to
w
n
.h
ira
o
.lg
.jp
/

●
申
込
み
方
法

町
有
地
の
購
入
希
望
者
は
、

「
町
有
財
産
払
下
げ
申
請
書
」
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
署
名
押
印

の
上
、
納
税
証
明
書
を
添
え
て
町

役
場
総
務
課
へ
直
接
持
参
（
郵
送

不
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み
の
場

合
は
、
申
込
者
の
委
任
状
が
必

要
で
す
。

※
「
町
有
財
産
払
下
げ
申
請
書
」

な
ど
の
用
紙
は
町
役
場
総
務
課

に
置
い
て
い
ま
す
が
、
「
平
生

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
受
付
開
始
日
時

２
月
20
日
金
よ
り

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
。
土
・
日
・
祝
祭
日
の
閉

庁
日
は
除
く
。）

※
売
払
い
を
完
了
し
た
場
合
、
ま

た
は
事
情
に
よ
り
、
予
期
せ
ず

売
払
い
を
終
了
ま
た
は
中
断
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
な
く
て
も
、

テ
レ
ビ
の
視
聴
が
で
き
る
。

・
気
象
や
地
形
、
電
波
障
害
の
影
響

を
受
け
に
く
く
、
安
定
し
た
視
聴

が
で
き
る
。

・
高
速
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）
が
利
用

で
き
る
。(

別
途
契
約
が
必
要
）

・
自
主
制
作
番
組
で
、
身
近
な
出
来

事
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
内
容
が

放
送
さ
れ
る
。

・
こ
れ
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で

も
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
（
平
生
町
内
で

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
は
、
１
契
約
に
１
台
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
専
用
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
（
Ｓ
Ｔ
Ｂ
）
が
附
属

し
て
い
ま
す
）

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

メ
リ
ッ
ト
（
利
点
）

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
は

ケーブルテレビ加入費用 36,750円（税込み）
【通常68,250円（加入金31,500円、標準工事費36,750円）】
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大
星
山
で
初
日
の
出

今
年
も
元
日
の
早
朝
、
大
星
山
山
頂
で
は
、「
初
日
の
出
を
迎
え
よ

う
」（
大
星
山
で
初
日
の
出
を
迎
え
る
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
大
星
山

で
初
日
の
出
を
見
よ
う
と
、町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

日
の
出
時
刻
の
７
時
35
分
、
雲
の
上
か
ら
力
強
い
光
が
差
し
始
め
る

と
、
多
く
の
参
加
者

か
ら
歓
声
が
沸
き
上

が
り
ま
し
た
。

山
頂
で
は
、
ぜ
ん

ざ
い
や
甘
酒
も
ふ
る

ま
わ
れ
、
冷
え
た
体

を
温
め
て
い
ま
し

た
。

各地区で「どんど焼き」
町内各地区で、どんど焼きが行われました。

宇佐木コミュニティセンターでは、１月

10日、青少年健全育成町民会議宇佐木地区

会議、老人クラブ、婦人会などによってどん

ど焼きが行われ、竹で組んだやぐらの中に、

七
草
の
つ
ど
い

△宇佐木地区の
どんど焼きの様子

しめ縄飾りや門松

などを入れて燃や

し、今年１年の健

康を願いました。

会場では、ぜん

ざいなどもふるま

われ、子どもたち

は竹馬など昔の遊

び道具で楽しく遊

ぶなど、世代間交

流も行われまし

た。

平
成
21
年

成
人
式

１
月
７
日
、
七
草
・
薬
膳
料
理
（
七
草
の
つ
ど
い
）
が
、

健
康
づ
く
り
薬
草
友
の
会
な
ど
の
主
催
に
よ
り
大
野
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
大
野
地
区

食
生
活
改
善
推
進
員
の
指

導
に
よ
り
、
薬
膳
料
理
の

効
能
を
教
わ
り
な
が
ら
、

七
草
が
ゆ
や
大
根
と
き
ん

か
ん
の
サ
ラ
ダ
な
ど
５
品

の
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

調
理
後
、
１
年
の
健
康

を
祈
り
な
が
ら
、
出
来
上

が
っ
た
料
理
を
み
ん
な
で

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。

１
月
11
日
、平
成
21
年
成
人
式
が
武
道
館
で
開
か
れ
、

新
た
に
１
１
７
人
が
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
町
長
に
よ
る
式
辞
や
来
賓
祝
辞
な
ど
に

続
き
、
新
成
人
を
代
表

し
て
伊
東
稔
人
さ
ん

（
平
生
）
と
平
野
優
海

さ
ん
（
佐
賀
）
が
「
20

歳
の
誓
い
」
を
述
べ
ま

し
た
。

式
典
後
の
集
い
で

は
、
懐
か
し
い
先
生
な

ど
も
招
か
れ
、
思
い
出

話
や
記
念
写
真
な
ど
を

撮
り
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

門松づくり

12月25日、ミニ門松づくりが曽根公民館で行

われました。

集まった小学生らは、箕山いきいきクラブの指

導により、室内に飾れるミニ門松を作り、新しい

年を迎える準備をしました。

また、大野公民館でも、12月26日に門松づく

り＆ミニ門松づくりが行われました。

ミ
ニ
門
松
づ
く
り
（
曽
根
公
民
館
）
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●
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰
お

よ
び
平
生
町
長
表
彰

◇
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

奥
村
　
勉
（
前
第
５
分
団
副
分
団
長
）

新
村
秀
男
（
前
第
６
分
団
部
長
）

鶴
田
道
也
（
前
第
２
分
団
班
長
）

(故)
山
田
勝
幸
（
前
第
９
分
団
班
長
）

●
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
績
章

北
野
正
和
（
本
部
副
団
長
）

村
田
眞
作
（
第
６
分
団
分
団
長
）

◇
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

【
勤
続
40
年
】

東
山
秀
人
（
第
８
分
団
班
長
）

【
勤
続
20
年
】

横
山
　
仁
（
第
８
分
団
分
団
長
）

永
光
彦
（
第
４
分
団
部
長
）

金
岡
泰
史
（
本
部
班
長
）

関
本
　
博
（
第
３
分
団
班
長
）

【
勤
続
10
年
】

稲
塲
正
男
（
第
６
分
団
団
員
）

金
井
貴
幸
（
本
部
団
員
）

冨
田
真
晴
（
本
部
団
員
）

松
村
正
一
（
第
３
分
団
団
員
）

國
崎
美
津
夫
（
第
４
分
団
団
員
）

辻
　
武
彦
（
第
４
分
団
団
員
）

井
出
訓
彦
（
第
５
分
団
団
員
）

●
平
生
町
長
表
彰

◇
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

【
勤
続
35
年
】

仁
田
雅
之
（
本
部
部
長
）

【
勤
続
25
年
】

羽
山
敦
紀
（
本
部
部
長
）

【
勤
続
15
年
】

石
杉
正
明
（
第
７
分
団
班
長
）

平
成
21
年

平
生
町
消
防
出
初
式

式
典
で
行
わ
れ
た
消
防
団
員
表

彰
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

昨年12月18日、平生町消防団長

および副団長が、それぞれ再任さ

れました。

○団　長　伊田親男さん（大野南）

○副団長　時政和男さん（竪ヶ浜）

北野正和さん（佐　賀）

消防団長・副団長が再任

△左から時政副団長、山田町長、
伊田団長、北野副団長

今年の干支にちなんだ「うし」
の竹細工を寄贈していただきまし
た。ありがとうございます。
この竹細工は、町役場正面玄関
内に飾ってあります。

△若山栄治さん寄贈（１月13日）

大
下
真
雄
（
第
６
分
団
班
長
）

吉
原
正
重
（
第
６
分
団
班
長
）

世
山
文
男
（
本
部
団
員
）

鈴
木
　
隆
（
第
１
分
団
団
員
）

外
村
忠
義
（
第
５
分
団
団
員
）

松
山
元
則
（
第
５
分
団
団
員
）

山
　
　
茂
（
第
７
分
団
団
員
）

濱
岡
泰
三
（
第
９
分
団
団
員
）

〈
敬
称
略
〉

△退職消防団員感謝状を受ける奥村さん

周
南
駅
伝
競
走
大
会

１
月
18
日
、第
58
回
平
和
記
念
周
南
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
29
チ
ー
ム
は
光
市
・
平
生
町
・
柳
井
市
・
田
布
施
町
の

計
38
・
１
キ
ロ
の
距
離
を
、
勝
利
を
目
指
し
て
走
り
ま
し
た
。

中
学
の
部
に
出
場
の
平
生
中
学
校
は
、
９
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

平
生
町
内
の
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆団体賞 中学校の部（５チーム出場）

１位　平生中学校（2:08'28）

◆区間賞 中学校の部（以下平生中学校）

第２区　鶴田　康作（12'34）

第３区　吉山　昂佑（13'09）

第６区　古田慎之介（11'33）

第７区　網本　翔太（9'24）

第８区　中川　竜志（19'56）

第９区　友田　圭翔（14'26）
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

人間関係づくりモデル授業

１月30日、平生中学校では「人間関係づく

りモデル授業」と、保護者を対象とした平成

20年度第２回家庭教育学級が開かれました。

玉川大学学術研究所の難波克己准教授を講

師に迎え、互いの違いを理解し、思いやりの

心を育むなどの「望ましい人間関係づくり」

について学びました。

佐
賀
小
児
童
が

炭
焼
き
を
体
験

総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し

て
、
佐
賀
小
学
校
６
年
生
が
大
星

ふ
れ
あ
い
窯
で
炭
焼
き
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

１
月
23
日
、
大
星
ふ
れ
あ
い
窯

世
話
人
の
み
な
さ
ん
の
指
導
で
、

ま
き
割
り
に
挑
戦
し
た
り
、
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
を
窯
の
中
に

運
び
入
れ
る
な
ど
、
「
窯
入
れ
」

の
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
月
13
日
に
は
、
出

来
上
が
っ
た
炭
を
運
び
出
す
「
窯

出
し
」
の
作
業
を
行
う
予
定
で
、

地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
炭

と
い
う
貴
重
な
資
源
を
通
し
て
、

児
童
は
物
を
作
り
出
す
こ
と
の
苦

労
や
喜
び
な
ど
を
学
び
ま
す
。

△｢窯入れ｣の作業をする児童

平
生
小
で

二
分
の
一
成
人
式

平
生
小
学
校
で
１
月
29
日
、
10

歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
４
年
生

児
童
１
１
２
人
の
「
二
分
の
一
成

人
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
５
回
目
と
な
る
こ
の
式

で
は
、
児
童
が
こ
れ
ま
で
の
思
い

出
や
将
来
の
夢
を
発
表
、
「
誓
い

の
言
葉
」
を
述
べ
て
、
合
奏
を
披

露
し
た
後
、
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
を
保
護
者
に
手
渡
し
ま
し
た
。

保
護
者
は
、
わ
が
子
の
成
長
し
た

姿
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

光
熊
毛
郡
法
人
会
が
タ
オ
ル
を
寄
贈

光
市
と
熊
毛
郡
３
町
の
企
業

で
構
成
さ
れ
る(

社)

光
・
熊
毛

郡
法
人
会
（
藤
井
勝
会
長
）
か

ら
、
平
生
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
段
ボ
ー
ル
４
箱
分
の
タ
オ
ル

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
タ
オ
ル
は
、
同
法
人
会

主
催
の
講
演
会
の
入
場
者
な
ど

か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、
福

祉
活
動
へ
役
立
て
て
も
ら
う
た

め
、
毎
年
寄
贈
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
10
年
目
と
な
り

ま
す
。

もちつきで長寿を祝う

１月26日、寿海苑・つつじ苑で平生ライオ

ンズクラブ（和森康修会長）主催のもちつき慰

問が行われました。

ライオンズクラブ会員や平生警察署員、地域

の子どもたちなどが一緒にもちつきを行い、み

んなで施設利用者の長寿を祝いました。
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お酒との上手な付き合い方
～お酒は適量で楽しく飲もう！～

お酒は適量であれば“百薬の長”となりますが、飲みすぎると肝臓や胃腸などに負担をかける“百厄の長”に

もなります。節度ある飲酒を心がけましょう。

アルコールは肝臓で分解されますが、一般的に体重が60～70kgの人で、日本酒１合を分解するのに約３時間

かかるといわれています。そのため、過度の飲酒は二日酔いの原因になり、場合によっては急性アルコール中毒

に陥り死亡にいたるケースもあります。また、毎日のように長年飲み続けることで、脂肪肝やアルコール性肝炎

から肝硬変へと進行し、肝臓がんを発症する危険もあります。

〈お酒と上手に付き合う方法〉

○ゆったりした気分で楽しく飲む

ほろ酔い加減までにしましょう。

○つまみを食べながら飲む

アルコールの胃への負担を減らします。

○週に２日は休肝日を設ける

肝臓を休ませて肝機能が低下しないよう

にしましょう。

○たばこは厳禁

アルコールでニコチンが溶けやすくなる

ので、タバコの害が倍増します。

○夜12時以降はお酒を飲まない

夜中まで飲むと翌日までアルコールが残

った状態になる事があります。

寒
く
て
外
出
し
た
く
な
い
日
な
ど
は
、
仕
事
や
家
事
の
合
間
に
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
が

で
き
、
腰
痛
・
膝
痛
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
太
も
も
前
側
、
お
尻
、
お

腹
な
ど
を
鍛
え
ら
れ
る
「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
反
動
を
つ
け
ず
に
ゆ
っ
く
り
動
か
す
こ
と

②
声
を
出
し
て
数
を
数
え
る
な
ど
し
て
、
呼

吸
を
止
め
な
い
こ
と

③
鍛
え
て
い
る
筋
肉
を
意
識
す
る
こ
と

※
回
数
は
10
回
程
度
×
２
〜
３
セ
ッ
ト
、
頻
度

は
週
２
〜
５
回
程
度
が
目
安
で
す
が
、
体
力

や
体
調
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
足
腰
に
不
安
の
あ
る
人
は
、
ど
の
程
度
動
か

し
て
も
良
い
か
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▽
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

シ
リ
ー
ズ

No.572

包丁を使わず、ピーラーで皮をむくように削って

《材　料》　４人分

《作り方》
①大根、ニンジンは皮をむき、ピーラーで縦にむく。

②①をたて塩（水1カップに塩小さじ1）に漬けて

しんなりさせ、手で軽く絞る。

③柚子は皮をむき千切りにし、絞り汁を取る。

④生姜は皮をむき､細い千切りにする。

⑤Ａを混ぜて柚子の絞り汁を加え、②④を混ぜ合わ

せて、しばらくおいて味をなじませる。

⑥盛り付けて、柚子の皮を飾る。

大根 1/2本(15cm)

ニンジン（縦） 1/2本

柚子 1個

ショウガ　　　 15ｇ

酢　　　 大さじ４

砂糖　 大さじ１～２

和風だしの素 小さじ1/2

ひらひらなます

「
メ
タ
ボ
撃
退
、
大
作
戦
！
」

No.

11

Ａ

いくだけなので簡単で、形もひらひ

らしてかわいい感じです。

柚子や生姜の酸味や香味を利用す

ることで、減塩にもなります。

【スクワット】
①肩幅に足を開いて背筋を伸ばす

②いすに座るつもりでゆっくりし

ゃがみ、ゆっくり元に戻る

適度のアルコールは血液の流れを良くしたり、動脈硬化予

防に一役かっているＨＤＬ（善玉）コレステロールを増やし

たりする効果があります。節度を守って楽しくお酒を飲みま

しょう。

※
つ
ま
先
よ
り
も
前
に
膝

が
出
な
い
よ
う
に
す
る
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山
口
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

で
は
、
青
少
年
に
有
害
な
図
書
・

ア
ダ
ル
ト
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
有
害
図

書
類
や
有
害
が
ん
具
を
自
動
販
売

機
に
よ
り
販
売
す
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。

図
書
類
自
動
販
売
機
設
置
業
者

の
中
に
は
、
有
害
図
書
類
を
販
売

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま

ま
、
自
動
販
売
機
の
設
置
契
約
を

し
よ
う
と
す
る
悪
質
な
業
者
も
い

ま
す
。
一
度
契
約
し
て
し
ま
う
と

３
〜
５
年
は
解
約
で
き
ず
、
申
し

立
て
し
な
い
限
り
自
動
的
に
契
約

更
新
さ
れ
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
設
置
契
約
に
は
十

分
注
意
し
て
、
青
少
年
を
有
害
環

境
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
昨
年

９
月
に
青
少
年
育
成
町
民
会
議
か

ら
、
チ
ラ
シ
を
回
覧
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
い
ま
一
度
、
県

内
の
状
況
あ
る
い
は
注
意
事
項
を

紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
平
生
町
に
は
ま
だ
設
置

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
内
の
多

く
の
市
な
ど
で
は
、
か
な
り
の
台

数
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
最
近
は

有
害
図
書
類
の
他
に
、
有
害
が
ん

具
も
条
例
に
違
反
し
て
販
売
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。

契
約
す
る
前
に
、
何
の
自
動
販

売
機
か
、
し
っ
か
り
確
認
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
次
に
注
意
す
べ

き
点
を
列
挙
し
ま
す
の
で
、
も
し

も
の
時
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

①
契
約
書
に
具
体
的
な
販
売
商
品

が
記
入
し
て
あ
る
か
、
必
ず
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

②
「
賃
貸
人
は
営
業
品
目
に
関
与

し
ま
せ
ん
」
な
ど
の
条
項
が
入
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
契
約
し
な
い

方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

③
契
約
書
を
よ
く
み
る
と
、
「
自

動
販
売
機
（
ジ
ュ
ー
ス
・
ビ
デ

オ
・
本
・
が
ん
具
な
ど
）
」
と
書

い
て
あ
る
こ
と
が
あ
り
、
気
付
か

ず
に
契
約
し
て
し
ま
う
と
「
納
得

の
上
で
契
約
し
た
も
の
」
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

④
販
売
商
品
と
し
て
「
そ
の
他
」

と
い
う
項
目
が
入
っ
て
い
る
場
合

も
、
注
意
が
必
要
で
す
。

２月…16日月、23日月、28日（土／月末整理日）
３月…２日月、９日月

《一般書》

《児童書》

天国と地獄

赤川　次郎　著

夕映え天使

浅田　次郎　著

ほうき星　上・下

山本　一力　著　

観月観世

曽野　綾子　著

ひとめあがり

川端　　誠　作

ランドセルがやってきた

村上　康成　絵

おばけのゆびきり

那須　正幹　作

ハナと寺子屋のなかまたち

森山　　京　作　

風の館の物語　３

あさのあつこ　作

楽老抄　３

田辺　聖子 著

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり
『吉田松陰魂をゆさぶる言葉』

関　　厚 夫 著　

人間の可能性を誰よりも信じ、明

治の英雄たちを輩出した吉田松陰。

家族や友人、門弟

を慈しみつつ、日

本を目覚めさせよ

うと一命をなげう

って奔走した大和

魂の真髄とは。松

陰が後世に残した

言葉を集めて解説

する。

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分

No.285

有
害
図
書
類
の
自
動
販
売
機
の

設
置
契
約
に
ご
注
意
を
！

青
少
年
育
成
町
民
会
議
事
務
局
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【交通安全標語】

ダガーナイフ類を
お持ちではありませんか？

夕暮れは　アクセルゆるめて　早めのライト （平成20年「交通安全年間スローガン」）

知人から「自分の営業成績を上げるため、クレジットの名義

を貸してほしい。支払いは責任を持って行う。」と頼まれたの

で、契約書にサインしました。しばらくして、クレジット会社

から代金の請求を受けたのでそのことを知人に伝えましたが、

支払ってくれません。どうしたらよいでしょうか。

契約書にサインした以上、名義人本人が返済義務を負うこと

になり、クレジット会社から知人に請求させることは難しいで

しょう。

親しい友人や取引先などから「絶対に迷惑はかけない」「返済は

責任を持ってこちらでするから」などと契約書へのサインを頼まれ

ても、自分が契約当事者として契約についての全責任を負う覚悟が

なければ、絶対に応じてはいけません。名義を貸すということは契

◆◇ワンポイント◇◆

名義貸しのトラブル

相
　

談

ア
ド
バ
イ
ス

約当事者になるということなので、

契約の相手方に対して、名前を貸し

ただけという言い訳は通用しません。

また、契約書には、契約に関する

重要な事項が記載されています。署

名する際は、内容をよく読んで理解

し、不明な点は確認するなど慎重に

行いましょう。

新たに規制の対象となる刃物は次のとおりです。

刃渡り５.５cm以上15cm未満の柄を付けて用いる左

右均整の形状をした諸刃の鋼質性の刃物で先端部が

著しく鋭いもの

県警察では、このようなナイフの引き

取りを行っています。

銃刀法が改正され、平成21年１月５

日からダガーナイフなどの諸刃のナイフ

は所持が禁止になりました。

既に所持されている人は、７月４日ま

でに最寄りの警察署、交番、駐在所に提

出するなどの措置をお願いします。それ

以降も所持を続けると、不法所持になり

ますので注意してください。

■問合せ先
平生警察署　Tel（57）0110
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 春よ来い　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 故郷（ふるさと）

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【２月】 納期限３月２日

固定資産税　　　　　　第４期
国民健康保険税　　　　第８期
介護保険料　　　　　　第８期
後期高齢者医療保険料　第８期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　Tel（56）7114

（介護保険料）健康福祉課　Tel（56）7115
（後期高齢者医療保険料）町民課　Tel（56）7113

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

３月11日水 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

３月11日水 ９：00～10：00

●エイズ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》

※当日検査結果がわかります（１日４人限定）

３月11日水 13：00～15：00

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

３月13日金 10：00～15：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

２月17日火 13：00～14：00

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所

柳井市中央１丁目５番３号

Tel（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel＃8000 または Tel083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

Tel 0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

１月25日、平生町歴史民俗資料館主催の歴

史講座「人骨から日本人のルーツと未来を探る」

が平生図書館で行われ、約40人が聴講に訪れ

ました。

講座では、土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージア

ムの松下孝幸館長が、土井ヶ浜遺跡や神花山古

墳から出土した人骨など歴史的財産から、日本

人のルーツや未来の日本人の予想などを説明さ

れ、参加者は郷土の古墳や歴史などについて深

く学ぶことができました。

郷土の歴史を学ぶ

小児救急電話相談

△平生図書館で行われた歴史講座
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広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

●
応
募
資
格

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関

心
が
あ
る
満
20
歳
以
上
で
次
の
活
動

が
可
能
な
人
。
（
総
務
省
や
電
気
通

信
事
業
者
に
勤
務
経
験
の
あ
る
人
と

そ
の
家
族
を
除
く
。）

●
活
動
内
容
（
予
定
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
年
２
回
）

モ
ニ
タ
ー
会
議
（
年
１
回
）

●
委
嘱
期
間

６
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日

●
募
集
人
員

中
国
地
方
で
１
０
０
人

●
応
募
方
法
　
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
住
所
（
郵
便

番
号
）
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
電

話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持

ち
の
人
の
み
）
・
年
齢
・
性
別
・
職

試
験
・
募
集

臨
時
雇
用
登
録
者
の
募
集

町
で
は
、
平
成
21
年
度
の
臨
時
雇

用
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
希
望
者
は
、
希
望
職
種

を
明
記
し
た
封
筒
に
履
歴
書
を
同
封

の
上
、
町
役
場
総
務
課
ま
た
は
佐
賀

出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
期
限

２
月
27
日
金（
必
着
）

◇
事
務
補
助
員
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

町
内
在
住
者
で
、
高

等
学
校
以
上
の
卒
業
者

●
勤
務
内
容

町
役
場
本
庁
な
ど
で

の
事
務
補
助（
常
時
勤
務
で
は
な
く
、

登
録
者
と
し
て
各
課
な
ど
で
事
務
補

助
員
が
必
要
な
と
き
に
勤
務
。）

●
勤
務
時
間

職
員
に
準
じ
ま
す
。

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

◇
保
育
士
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
所
持

す
る
健
康
な
人

●
勤
務
内
容

保
育
園
お
よ
び
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
で
、
園
児
や
児
童
数
の

増
加
に
よ
り
、
保
育
士
に
不
足
が
生

じ
た
場
合
の
勤
務

●
勤
務
時
間

原
則
と
し
て
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
報
酬

日
給
ま
た
は
時
間
給
で
月

１
回
支
給

◇
給
食
調
理
員

●
応
募
資
格

健
康
で
意
欲
の
あ
る
人

●
勤
務
内
容

小
・
中
学
校
お
よ
び

保
育
園
の
給
食
調
理

●
勤
務
日
・
時
間

原
則
と
し
て
平

日
の
給
食
が
あ
る
日
（
学
校：

お
お

む
ね
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
／
保
育

園：

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

◇
幼
稚
園
代
替
教
諭
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

幼
稚
園
教
諭
免
許
を

所
持
す
る
健
康
な
人

●
勤
務
内
容

平
生
幼
稚
園
教
諭

●
勤
務
日
・
時
間

平
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

◇
幼
稚
園
補
助
教
諭
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

町
内
在
住
で
健
康
な
人

●
勤
務
内
容

平
生
幼
稚
園
に
お
け

る
教
諭
の
補
助

●
勤
務
日
・
時
間

月
・
金
曜
日
が

お
お
む
ね
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分
、
火
〜
木
曜
日
が
お
お
む
ね

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

◇
共
通
事
項

勤
務
形
態
に
よ
っ
て
は
、
社
会
保

険
お
よ
び
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い

た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

全
て
の
職
種
に
お
い
て
、
職
員
な

ど
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
や
臨
時
に

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

熊
南
総
合
事
務
組
合
臨
時
職
員
の
募
集

熊
南
総
合
事
務
組
合
で
は
、
臨
時

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
３
月
３
日
火
ま
で
に

履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
募
集
人
員

若
干
名

●
勤
務
内
容

不
燃
物
（
缶
・
ビ

ン
・
ガ
レ
キ
な
ど
）
の
破
袋
、
分

別
・
解
体
、
運
搬
作
業
ほ
か

●
応
募
資
格

田
布
施
町
・
平
生
町
在
住
者
で
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
お
よ
び
車
両
系
建

設
機
械
の
資
格
を
有
し
て
い
る
人

●
勤
務
場
所

熊
南
総
合
事
務
組
合

資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
（
平
生
町
大
字

曽
根
４
３
３-

３
）

●
勤
務
日
・
時
間

月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

熊
南
総
合
事
務
組
合

Tel
（
５
７
）
０
５
３
０

県
営
住
宅
（
新
築
）
入
居
者
募
集

●
団
地
名
／
住
戸
タ
イ
プ

新
庄
北

（
柳
井
市
新
庄
）
／
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸
、

３
Ｄ
Ｋ
５
戸
、
２
Ｄ
Ｋ
５
戸

●
入
居
資
格
な
ど

次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
人
（
外
国
人
含
む
）

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
（
内
縁
関
係
・
婚
約
者
含
む
）

が
あ
る
人
／
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人
／
申
込
者
、
同
居

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
／
収
入
基

準：

政
令
月
収
で
、
一
般
世
帯
は
20

万
円
以
下
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
小

学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

な
ど
は
26
万
８
千
円
以
下

●
申
込
み
期
間

３
月
１
日
日
〜
10

日
火
（
消
印
有
効
）

●
申
込
み
方
法

県
住
宅
供
給
公

社
、
県
土
木
（
建
築
）
事
務
所
、
市

町
住
宅
担
当
課
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
を
郵
送
ま
た
は
持
参
。
【
高
齢

者
、
障
害
者
の
世
帯
な
ど
の
み
で
抽

選
を
行
う「
優
先
枠
」を
設
け
ま
す
。】

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
住
宅
供
給
公
社
岩
国
支
所

（
〒
７
４
０-

０
０
１
６
岩
国
市
三
笠

町
１
丁
目
１
の
１
）

Tel
０
８
２
７
（
３
０
）
１
０
３
０

補
助
員
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
勤

務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
応
募
資

格
は
、
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。）

■
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１
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業
・
応
募
の
動
機
・
募
集
を
知
っ
た

媒
体
を
記
入
の
上
応
募
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
限

４
月
３
日
金
（
消
印
有
効
）

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

中
国
総
合
通
信
局
　
電
気
通
信
事

業
課
（
〒
７
３
０-
８
７
９
５
広
島

市
中
区
東
白
島
町
19-
36
）

Tel
０
８
２
（
２
２
２
）
３
３
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
２
（
５
０
２
）
８
１
５
２

電
子
メ
ー
ル

chugoku-m
onitor@

rbt.soum
u.go.jp

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

２
月
は
、
県
下
各
司
法
書
士
事
務
所
に
お
い
て
、
相
続
登
記
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。
最
寄
り
司
法
書
士
事

務
所
と
相
談
日
時
を
調
整
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局
　
Tel
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

お
知
ら
せ

相
　
　
談

講
座
・
講
習

小
型
船
舶
操
縦
免
許
更
新
講
習

●
日
時

３
月
７
日
土
　
受
付
　
午

後
５
時
30
分
〜
（
事
前
の
申
込
は
不

要
で
す
）
講
習
開
始
　
午
後
６
時
〜

●
場
所

中
央
公
民
館

●
持
参
品

認
印
（
失
効
ま
た
は
再

交
付
の
場
合
）
、
※
本
籍
地
記
載
の

住
民
票
、
写
真
２
枚
（
４
・
５
cm
×

３
・
５
cm
）
、
免
許
証
、
更
新
中
免

許
証
を
使
用
さ
れ
る
人
は
免
許
証
の

コ
ピ
ー
、
再
交
付
の
場
合
は
運
転
免

許
証
の
コ
ピ
ー
、
近
視
の
人
は
メ
ガ

ネ
な
ど
、
筆
記
用
具

※
コ
ピ
ー
は
顔
が
確
認
で
き
る
も
の

「
税
理
士
記
念
日
」
無
料
税
金
相
談

●
日
時

２
月
23
日
月

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

●
場
所

ベ
ス
ト
催
事
場（
ア
ル
ク
光
店
横
）

●
相
談
内
容

相
続
税
、
贈
与
税
、

土
地
譲
渡
等
の
譲
渡
所
得
税
、
そ
の

他
税
金
に
関
す
る
無
料
相
談

●
主
催

中
国
税
理
士
会
光
支
部

■
問
合
せ
先

中
国
税
理
士
会
光
支
部

Tel
０
８
３
３
（
７
１
）
１
８
８
３

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で

は
、
平
成
21
・
22
年
度
に
発
注
す
る

建
設
工
事
等
の
入
札
参
加
資
格
審
査

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
資
格

建
設
業
者
、
測
量
業
者
、

土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

建
築
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

地
質
調
査
業
者
、
補
償
関
係
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
物
品
（
薬
品
）
の
製

造
・
販
売
業
者
な
ど

●
申
請
要
領
お
よ
び
様
式

企
業
団
事
務
所
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
51.tiki.ne.jp/̃yanai-kousui/

●
受
付
期
限

３
月
13
日
金

■
申
請
お
よ
び
問
合
せ
先

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

Tel
（
２
８
）
５
３
３
３

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

本
年
１
月
１
日
現
在
調
製
の
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
期
間

２
月
23
日
月
〜
３
月
９
日

月

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
場
所

①
町
役
場
総
務
課
（
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
）
※
土
日
は
日
直
（
町

民
課
　
窓
口
に
て
）

②
佐
賀
出
張
所
（
選
挙
管
理
委
員
会

佐
賀
支
所
）
※
平
日
に
限
る
。

■
問
合
せ
先

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１

福
祉
・
介
護
就
職
相
談
会

●
対
象

県
内
の
福
祉
関
係
の
事
業

所
に
就
職
を
希
望
す
る
人

●
日
時

３
月
８
日
日

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

●
会
場

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

●
定
員

50
人
（
参
加
費
無
料
）

●
内
容

講
演
、
各
相
談
コ
ー
ナ
ー

◇
共
催

山
口
県
・
柳
井
公
共
職
業
安
定
所

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

社
会
福
祉
法
人
　
山
口
県
社
会
福

祉
協
議
会
（
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
）

Tel
０
８
３
（
２
５
４
）
３
４
１
７

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
申
込

平
成
21
年
度
平
生
町
排
水
設
備
指

定
工
事
店
の
新
規
お
よ
び
更
新
指
定

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
込
期
間

２
月
12
日
火
〜
29
日

金
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

●
申
込
方
法

定
め
ら
れ
た
申
請
書

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
可
能
）
で
、
町
役
場
建
設
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
指
定
要
件

①
責
任
技
術
者
が
１
名
以
上
専
属
し

て
い
る

②
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
お
よ

び
器
材
を
有
し
て
い
る

③
山
口
県
内
に
営
業
所
が
あ
る

④
市
町
税
の
滞
納
が
な
い

⑤
平
生
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
規

則
に
定
め
る
第
３
条
第
１
項
第
５

号
の
各
事
項
に
該
当
し
な
い

●
指
定
基
準
日

４
月
１
日
火
　

●
指
定
手
数
料

新
規：

５
０
０
０

円
、
更
新：
３
０
０
０
円

■
問
合
せ
先

町
役
場
建
設
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
８

●
受
講
料
（
郵
送
料
含
む
）

小
型
・
更
新：

７
８
０
０
円
、

失
効：

１
６
１
０
０
円

■
問
合
せ
先

（
財
）
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会

中
国
支
部

Tel
０
８
２
（
２
５
４
）
３
４
１
７

●
日
時

３
月
５
日
木

午
後
２
時

30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所

ア
ク
テ
ィ
ブ
柳
井
（
柳
井

市
尾
の
上
）

●
内
容

①
基
調
講
演
「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
」
②
一

般
公
開
討
論
会
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
対
し
て
地
域
で
取
組
め
る
こ

と
」
③
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応

備
蓄
食
糧
な
ど
サ
ン
プ
ル
展
示

●
参
加
料

無
料（
定
員
３
０
０
人
）

●
主
催

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
危
機
管
理
対
策
連
絡
会
議
、
柳

井
医
師
会
、
柳
井
薬
剤
師
会

■
問
合
せ
先

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

Tel
（
２
２
）
３
６
３
１

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
公
開
講
座
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平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平
生
中
学
校
　
礒
部
美
波

平
生
中
学
校
　
宮
村
詩
織

「
う
つ
く
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

美
し
い

花
と
緑
と
思
い
や
り

み
ん
な
で
育
て
る

平
生
町


